








手
塚
治
虫
先
生
と
会
津
そ
し
て
笹
川
ひ
ろ
し
先
生
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
井
祥
隆

（
「会
津
若
松
冒
険
堂
」
管
理
人
）

「手塚治虫展」講演会での笹川氏

　

先
日
開
催
さ
れ
た
県
内
初
と
な
る
「
手
塚
治

虫
展
」（
４
月
14
日
‐
６
月
３
日
）
は
、
大
変
す

ば
ら
し
い
内
容
と
規
模
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
も
開
館
初
日
に
訪
れ
感
激
し
た
手
塚
フ
ァ
ン

の
一
人
で
す
。
漫
画
の
大
好
き
な
私
は
小
学
生
の

頃
、
未
来
の
子
供
が
江
戸
時
代
に
や
っ
て
き
て
活

躍
す
る
漫
画
『
ス
ー
パ
ー
太
平
記
』
に
す
っ
か
り

魅
了
さ
れ
、
こ
ん
な
に
面
白
い
漫
画
を
描
く
人
は

ど
ん
な
人
な
ん
だ
ろ
う
か
と
、
憧
れ
、
い
つ
か
自

分
も
描
い
て
み
た
い
と
夢
見
て
い
ま
し
た
。
そ
の

作
者
名
が
手
塚
治
虫
氏
で
あ
る
と
知
っ
た
の
は

ず
い
ぶ
ん
と
後
で
し
た
。

　

社
会
人
に
な
り
、
今
か
ら
14
年
前
、
職
場
の
上

司
か
ら
、
漫
画
で
何
か
街
お
こ
し
に
な
る
よ
う
な

事
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
相
談
さ
れ
た
時
、
一
つ
の

事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
会
津
若
松
市
の
白
井
義
夫
さ
ん
か
ら

聞
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
、「
昭
和
34
年
４
月
に
手
塚

先
生
が
会
津
を
訪
れ
て
、
漫
画
を
一
本
描
い
た
」

と
い
う
話
。
そ
れ
ま
で
、
い
ろ
ん
な
手
塚
漫
画
を

読
ん
で
き
た
つ
も
り
の
私
も
全
く
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
時
、
当
時
の
掲
載
さ
れ
た
『
少
年
サ

ン
デ
ー
』
を
見
せ
て
い
た
だ
い
て
び
っ
く
り
し
た

も
の
で
す
。
な
ん
と
、
そ
の
作
品
は
『
ス
リ
ル
博

士
』
で
あ
り
、
主
人
公
の
ヒ
ゲ
オ
ヤ
ジ
（
ス
リ
ル

博
士
）
が
会
津
若
松
を
訪
れ
事
件
に
巻
き
込
ま
れ

る
ス
ト
ー
リ
ー
で
し
た
。
ま
る
で
ロ
ケ
ハ
ン
し
た

映
画
の
よ
う
な
も
の
、
鶴
ヶ
城
や
飯
盛
山
、
せ
あ

ぶ
り
山
、
そ
し
て
神
明
通
り
ま
で
登
場
し
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
な
ぜ
手
塚
先
生
が
殺
人
的
に
お
い
そ

が
し
い
中
、
会
津
を
訪
れ
て
く
れ
た
の
か
？
そ
の

発
端
は
笹
川
ひ
ろ
し
氏
が
手
塚
漫
画
に
あ
こ
が

れ
、
自
分
の
漫
画
を
描
い
て
批
評
し
て
も
ら
う
為

手
塚
先
生
に
送
っ
た
事
に
あ
り
ま
す
。
小
学
生
の

時
に
感
激
し
て
読
ん
で
い
た
頃
、
手
塚
先
生
の
元

で
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
し
て
い
た
の
が
わ
か
り
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
の
頃
、
手
塚
先
生
の
所
に
は
会
津

か
ら
笹
川
氏
以
外
に
も
平
田
、
舟
久
保
氏
の
両
名

も
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
な
っ
て
い
て
、
毎
日
、
お
手

伝
い
を
し
な
が
ら
、
故
郷
会
津
の
話
を
し
て
い
た

た
め
、
手
塚
先
生
が
興
味
を
示
し
行
っ
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い
と
い
う
の
が
理
由

で
し
た
。

　

そ
の
後
の
史
実
に
つ
い
て
は
『
私
た
ち
の
手
塚

治
虫
と
会
津
』（
平
成
12
年
）
に
ま
と
め
た
の
で
、

興
味
あ
る
方
は
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
今
回
の
開
催
初
日
（
４
月
14
日
）、
笹
川

ひ
ろ
し
先
生
の
特
別
講
演
と
し
て
「
手
塚
治
虫
と

福
島
県
」
が
あ
り
、
最
後
に
私
も
壇
上
で
つ
た
な

い
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。終
了
後
に
、

あ
る
方
か
ら
私
が
ず
っ
と
探
し
て
い
た
方
の
情
報

を
偶
然
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
手

塚
先
生
が
妹
さ
ん
ご
夫
婦
を
は
じ
め
、
お
母
さ
ん

や
奥
さ
ん
、
子
供
さ
ん
も
含
め
て
会
津
を
訪
れ
た

際
、
白
井
義
夫
氏
か
ら
依
頼
さ
れ
て
レ
ン
タ
カ
ー

を
運
転
し
た
人
の
事
で
し
た
。
永
い
間
、
探
し
て

は
い
た
も
の
の
、
名
前
も
何
も
わ
か
ら
ず
に
居
た

事
を
思
う
と
本
当
に
び
っ
く
り
す
る
出
来
事
で
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
今
回
は
会
津
で
執
筆
し
た

『
ス
リ
ル
博
士
』
の
生
原
稿
も
初
め
て
拝
見
出
来
、

加
え
て
こ
ん
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
、
大
変
満
足

し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本

を
出
版
し
た
後
か
ら
こ
れ
以
外
に
も
次
々
と
新
た

な
資
料
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
そ
れ
も
加
え
た
改

訂
本
を
作
り
た
い
と
今
、
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
現
在
は
、
手
塚
先
生
の
足
跡
を
訪
ね
て
歩

く
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、
看
板
・
パ
ネ
ル
を
設
置

し
、
皆
さ
ん
に
手
塚
漫
画
と
出
会
う
き
っ
か
け
作

り
を
し
て
い
ま
す
。

会津若松市の飯盛山での手塚治虫氏ご家族（昭和 50 年８月）
（白井氏が手塚夫人から借用した写真）

同講演会での白井氏（右の絵は当
日笹川氏が描いたおだてブタ）

「手塚治虫展」会場外の階段ホールでは、笹川氏ら 12
人の現代漫画家たちが参加した「つながろう　ふくし
ま　漫画の力プロジェクト」も開催された。

５



多目的スタジオ

企画展示室

　

今
回
の

「
不
思
議
映
像
展
示
」
に
お
い
て
、
観
客

は
ま
ず
記
念
写
真
を
撮
ら
れ
、
上
映
終
了
後
に
は

自
分
宛
の
葉
書
を
手
製
の
ポ
ス
ト
に
投
函
さ
せ
ら
れ

る
。
葉
書
は
美
術
館
員
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
後
日
、

そ
の
記
念
写
真
は
自
分
宛
に
書
い
た
一
文
と
共
に

送
ら
れ
て
く
る
。
観
客
は
過
ぎ
し
日
の
自
分
と
否

応
な
し
に
対
面
さ
せ
ら
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。
今

回
の
映
像
素
材
で
あ
る

『
１
０
０
万
光
年
の
彼
方
劇

＝
劇
的
小
道
具
序
説
』の
私
の
演
出
パ
ー
ト
で
は
「内

な
る
宇
宙
劇
・
暗
闇
の
彼
方
」
と
題
し
て
観
客
に

目
隠
し
を
さ
せ
、
目
隠
し
を
取
っ
て
も
完
全
暗
転
の

さ
ら
な
る
闇
の
中
と
い
う
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
締
め
く

く
っ
た
。
宇
宙
に
散
ら
ば
る
も
う
一
人
の
自
分
、
無

数
の
自
分
と
闇
の
中
で
対
面
さ
せ
る
試
み
で
あ
る
。

目
論
見
が
伝
わ
っ
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
今
回

の
自
分
宛
の
葉
書
と
、
内
な
る
闇
を
探
す
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
に
は
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
。
い
う
ま

で
も
な
く
闇
と
は
無
で
は
な
く
混
沌
で
あ
る
。
数
ヶ

月
前
に
自
分
宛
に
出
し
た
葉
書
と
対
面
す
る
こ
と
、

そ
れ
が
、
観
客
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
混
沌
と
む
き

あ
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
差
出
人
は
本
当
に

自
分
な
の
か
？
疑
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
も
ら
い
た

い
。
葉
書
と
い
え
ば
、私
が
師
事
し
た
寺
山
修
司
は
、

書
簡
を
出
す
こ
と
に
と
に
か
く
異
常
に
執
念
を
燃

や
し
続
け
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
海
外
公
演
な
ど

　

さ
て
観
客
の
み
な
さ
ん
に
は
、
例
の
葉
書
は
既
に

届
い
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
ど
う
か
寺
山
の
言
葉
を

思
い
出
し
、
自
分
を

「偶
然
と
不
連
続
性
の
中
へ
投

げ
出
し
て
」
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
な
お
、

　2008 年 10 月４日、 ５日に当館で開催された、 演劇実験室◉万有引力

の演劇 『100 万光年の彼方劇＝劇的小道具序説』 の公演ＶＴＲ上映会。

2011 年３月 26、 27 日に開催される予定だったが震災のため延期された。

2008 年の公演は途中で観客をふたつに分け、 異なる劇を同時進行させ

たものだったため、 今回の上映会でも途中で観客を半分に分け、 企画展

示室と多目的スタジオ等で別々の劇を上映した。 劇の場面がめまぐるしく

転換されるため、根本豊が、劇の解説を兼ねた弁士となり、劇中ワークショッ

プも行なった。

６
階段ホール

◉日時＝ 2012 年３月３日 （土） 夜６時開場 ・ 開演

　　　　　　　　　　　 ３月４日 （日） 昼２時開場 ・ 開演

◉場所＝企画展示室、 多目的スタジオ、 階段ホール等

◉言語 ・ 楽曲士＝Ｊ ・ Ａ ・ シーザー

◉共同言語 ・ 蠅ノ弁士 （ジョバンニ） ＝根本　豊

◉蠅ノ探照士＝笠松喜美

◉蠅ノ音操士＝玉内聖也　富岡進一

◉蠅ノ先導士＝佐久間香織　玉内美憂　熊野泉　貞森裕児

◉蠅ノ幻燈士＝菊地功晃　菅野洋人

「
私
は
、
私
宛
に
葉
書
を
出
す
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

演
劇
実
験
室
◉
万
有
引
力　
　

根
本　

豊

に
出
掛
け
、
現
地
に
到
着
し
て
ま
ず
す
る
こ
と
は
大

量
の
絵
葉
書
と
切
手
を
買
い
込
む
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
寺
山
は
ま
っ
た
く
観
客
な
し
の

（
従
っ
て
公
演

な
し
の
）
「
書
簡
演
劇
」
を
演
出
し
続
け
た
。
そ
れ

は
、
寺
山
に
と
っ
て
出
会
い
の
偶
然
性
を
想
像
力
に

よ
っ
て
組
織
す
る
た
め
の
一
つ
の
営
為
で
あ
り
、
同

時
に
演
劇
に
お
け
る
意
味
作
用
と
、
形
式
を
与
え

て
い
る
物
的
行
為
と
の
分
離
と
の
実
験
で
も
あ
っ
た
。

寺
山
は
語
る
。
《
し
ば
し
ば
、
私
は
私
自
身
の
主
人

で
あ
り
、
ま
た
私
自
身
の
下
男
で
あ
る
。
五
分
前
の

私
と
五
分
後
の
私
と
は
他
人
で
あ
り
、そ
れ
を
「私
」

と
い
う
記
号
に
よ
っ
て
統
一
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は

記
憶
へ
の
退
行
に
ほ
か
な
ら
な
い
…
…

（
略
）
…
…

十
二
時
間
前
に
手
紙
を
書
く
私
と
、
十
時
間
後
に

投
函
す
る
私
と
、
た
っ
た
今
、
そ
れ
を
受
け
取
る

私
と
が
、
同
じ
よ
う
に

「
私
」
で
あ
る
と
理
解
す

る
こ
と
は
過
去
の
相
対
化
で
あ
り
、
存
在
の
内
実
の

否
定
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
は
私
自
身
に
あ
て
て
手

紙
を
書
く
こ
と
で

「
私
」
を
偶
然
と
不
連
続
性
の

中
へ
投
げ
出
し
た
い
。
一
メ
ー
ト
ル
七
十
三
セ
ン
チ

の
私
の
肉
体
は

「劇
場
」
で
あ
り

「市
街
」
で
あ
り
、

そ
し
て
対
立
と
葛
藤
を
は
ら
む
一
万
人
の
た
め
の

「番
地

（
ア
ド
レ
ス
）」
だ
か
ら
で
あ
る
。》

　

（
私
は
、
私
宛
に
葉
書
を
出
す
。）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【『臓
器
交
換
序
説
』
よ
り
】　

美
術
館
か
ら
の
要
請
で
は
上
映
会
の
顛
末
を
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
が
字
数
も
尽
き
て
き
た
の
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
に
あ
る
方
は
拙
ブ
ロ
グ

「
根
本
豊
・
旅

の
途
中
」
を
検
索
し
、
《「
不
思
議
映
像
展
示
」
そ

し
て
午
後
２
時
46
分
》
の
項
を
参
照
頂
き
た
い
。

―公開ワークショップ―

演劇実験室◉万有引力『100 万光年の彼方劇＝劇的小道具序説』 不思議映像展示



Report

第４回風土記の空
郡山市内の中学校美術部・選択美術

による作品展

平成 23 年 11 月 23 日～ 12 月 25 日
会場：美術館ロビー

歌川国芳展講演会
浮世絵エンターティナー国芳
講師：稲垣進一氏
　　　（国際浮世絵学会常任理事）
平成 23 年 11 月 12 日
会場：多目的スタジオ

公開ワークショップ
「歌川国芳と鯉アートのぼり」
講師：渡邊晃一氏
　　　（福島大学准教授・美術家）
平成 23 年 12 月 24 日
会場：創作スタジオ

東日本大震災復興支援コンサー
ト in 郡山市立美術館
演奏：吉澤実氏（リコーダー）
　　　永田平八氏（リュート）
平成 24 年１月６日　会場：階段ホール

駒井哲郎 1920-1976 展講演会
「在りし日の駒井哲郎」
講師：中林忠良氏（版画家、東京藝術大学名誉教授）

平成 24 年１月 22 日
会場：多目的スタジオ

ミュージアム・コンサート
駒井哲郎によせて
―フランス近代音楽を中心に―

演奏：植村理葉氏（ヴァイオリン）・
丸山泰雄氏（チェロ）・山田武彦氏（ピアノ）
平成 24 年２月 10 日　会場：階段ホール

ワークショップ「エッチング講座」
講師：安藤真司氏（版画家）
平成 24 年 2 月 11 日　会場：創作スタジオ

ワークショップ「モノタイプ講座」

講師：安藤真司氏（版画家）
平成 24 年 2 月 12 日　会場：創作スタジオ

公開ワークショップ「鯉アートのぼり」展示

平成 24 年４月 21 日～５月 20 日
会場：美術館ロビー

美術部活動や選択美術などにおいて

制作した作品を美術館内に展示しま

した。

参加校／逢瀬中学校、片平中学校、守山中学
校、郡山第四中学校、郡山第五中学校、郡山
第七中学校、緑ヶ丘中学校、宮城中学校

国芳の風刺や独特の表現についての

解説のほか、稲垣氏ご自身のコレク

ションの現物もご紹介いただき、浮

世絵の生の感触まで楽しむことがで

きました。

震災以降、アートによる支援活動と

して、子供たちの未来を育んでいこ

うと始められたプロジェクト。制作

された「鯉アートのぼり」は、福島

県内の各施設で展示されました。

20 種類以上（！）の笛や、珍しい
リュートなどの楽器の紹介やテレビ
でおなじみの吉澤氏のトークを交え
た楽しい演奏会でした。

駒井哲郎の作品の特徴や技法に加え、
駒井の助手をなさっていた中林氏な
らではのエピソードも交えてご講演
いただきました。

駒井哲郎が愛したフランスの近代音
楽のほかに、彼が参加した実験工房
関連の作品が演奏され、駒井芸術の
一端を示す演奏会となりました。

開催していた「駒井哲郎展」にちな
み、現在活躍中の版画家安藤真司氏
から、銅版画の代表的な技法である
エッチングを学びました。刷りの工
程では、みなさん夢中で作業されて
いました。

前日に続いて、この日は版画の中で
も独特な技法であるモノタイプを学
びました。こちらはその名のとおり
一点ものの制作です。偶然性をたの
しみながら、奥深い表現を体験する
貴重な機会になりました。

前年 12 月 24 日のワークショップ
で制作したものに加え、様々なアー
ティストの手による「鯉アートのぼ
り」を展示しました。ヤノベケンジ
氏や笹川ひろし氏の作品もあり、楽
しい展示になりました。

７
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　３ヶ月後に迫った「入江泰吉展」のポスター、チラシのデ

ザインを発注したばかりだった平成 23 年３月 11 日、あの大

地震にみまわれた。翌日から私たち美術館職員は深夜シフト

中心の避難所での勤務がはじまり、美術館も長期休館を余儀

なくされた。「入江泰吉展」も中止が決まった。

　ところが、震災から１ヶ月を経過した４月下旬頃から、土・

日を中心に、「美術館は開いてますか」という電話が頻繁に

かかってくるようになった。この時分になると、郡山周辺で

はすでに多くの人たちが普段の生活に戻ろうとしていて、文

化芸術への接触を欲し始めていたようだ。郡山市では文化セ

ンターや図書館が大きな損壊を受け、復旧の目途がたたない

状況だったこともあり、その分美術館の早期開館を求める声

が大きくなったのだろう。それらを受けて郡山市及び郡山市

教育委員会は、美術館の７月中旬の再開を決定した。

　それからの私たちは、避難所、ついで災対本部の総合相談

窓口業務をこなしながら、美術館業務を本格的に再開させ

た。「入江泰吉展」の平成 24 年度開催も内定した。そこで、

入江の写真がもつ「祈りの力」によって少しでも市民の心を

癒し、明日へ踏み出す力に変えてほしい、そんな願いから、

23 年度に予定していた展示プランを大幅に変更、「祈り」「癒

し」をイメージした堂塔の見える風景や仏像、花々の写真を

増やした。奈良市写真美術館へその旨を伝えたところ、「全

面的に協力します」とありがたい回答を得た。また、仏さま

のお写真を展示させていただくことのご挨拶に出向いたお

寺さん―薬師寺、唐招提寺、室生寺など、名だたる名刹から

も協力をいただけることになった。その縁から郡山仏教会の

お寺さんがポスター掲示などにご協力いただき、また、市内

の写真団体の皆様も開会式への参列を約束してくれた。

　こうして縁をもった大勢の人たちの協力のもと、平成 24

年６月 16 日、郡山・奈良の両市長も出席して「入江泰吉展」

の開会式が挙行され、展覧会がスタートしたのである。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木誠一）
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装いを新たにカフェ、
オープン！
４月 14 日、「juju 130 cafe」
がオープンしました。週替
わりのワンプレートランチ
をはじめ、パスタ、デザー
トやおいしいお飲物をご用
意してお待ちしておりま
す。特に自家焙煎の豆を
使った新鮮なコーヒーはお
すすめです。

営業時間　11:00-17:00

常
設
展
示
の
ご
あ
ん
な
い　

加藤朝胤氏（法相宗大本山薬師寺
副執事長）による講演会（６月 23 日）。
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説田晃大学芸員（入江泰吉記念奈
良市写真美術館）による特別ギャ
ラリートーク（６月 16 日）。

―開催までの道のり―

没後 20 年 入江泰吉写真展 祈り―大和路より―

平成 24 年６月 16 日 （土） ―７月 29 日 （日）

「入江泰吉写真展」テープカット　平成 24 年６月 16 日


